
【開催概要】令和６年度「道東ロジスク」

北海道開発局では、共同輸送・中継輸送の実現に向けて、「北海道流」物流
マッチングモデル『ロジスク』を令和５年度より開始し、道北・道央で開催しました。

令和６年７月１７日（水） に、北海道開発局・北海道運輸局・北海道経済産業
局・北海道の共催により、道東ロジスクを初めて開催しました。

※「ロジスク」とは『ロジ』スティクスを『スク』ラムを組んで『スク』スク育てていくという思いを込めた造語です。

１ 日 時 令和６年７月１７日（水） １３時３０分～１６時４５分

２ 場 所 釧路市生涯学習センター 多目的ホール（釧路市幣舞町４ー２８）

３ 出席者 物流に課題を抱える物流事業者や荷主企業

（３４の企業、団体等から５１名が出席）

（※ワークショップ：２７企業等・３８名、オブザーバー：７企業等・１３名）

４ 内 容

①ワークショップ（マッチング）

事務局があらかじめ指定した４社程度のグループに分かれて、
２５分ごとのローテーションを４回実施し、交流・意見交換。

②交流時間（フリートーク）

参加企業、団体等の間で自由に交流できる時間を設定。

５ 参加企業へのアンケート結果

Q. 本日の全般的な満足度はどうでしたか？

Q. 今回のロジスクを通じて実現しそうな取り組みはございましたか？
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Q. マッチングできそうな企業は
ございましたか？
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80％が「満足」・「大変満足」と
回答しており、「修正の必要あり」・
「イメージと違った」の回答はなし

約6割がマッチングできそうな
企業が「あった」と回答

n=30

Q. マッチングに向けた話が出来た
企業は何社ございましたか？

・地元だけでは実態が見えにくいと感じていたため、
様々な企業と直接、協議できる貴重な機会と感じた。

・輸送ODなどが近い企業があり、マッチングの可能性を感じた。
・当社と同様の悩みを抱える物流事業者との接点を持てた。

参加者の声

8割以上がマッチングに
向けた話ができたと回答

ぬさまい

ワークショップの様子


